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ギメ国 立東i羊 (術館、メトロホリタンヽ術nl、 人央博拘館など

世界で170万人を魅了した秘宝、

遂に日本上陸ノ

九州国立博物館開館10周年記念特別展       ＼
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本
殿
の
右
側
で
枝
を
の
ば
す
飛
梅
は
、

大
宰
府
へ
左
遷
さ
れ
た
際
に
、
菅
公
を
慕

っ
て
一
夜
の
う
ち
に
京
か
ら
空
を
翔
け
て

き
た
と
い
つ
伝
承
を
持
つ
御
神
本
。
千
年

以
上
の
時
を
経
た
今
も
、
毎
年
、
境
内
の

す
べ
て
の
梅
に
先
駆
け
て
そ
の
清
香
の
花

を
咲
か
せ
ま
す
υ

束
風
よ
か
ば
　
に
は
ひ
お
こ
せ
よ
　
梅
の
た
　
め
る
じ
，
ｔ
ど
マ
　
春
ケ
わ
す
れ
そ

菅
原
道
真
公

菰畔痢獅
”醍
魃
雌髪
蒙
納畔牌あ脚望

月
で
、た
び
た
び
の
挫
折
に
み
ま
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

清
ら
か
な
誠
心
の
も
と
に
、配
所
で
売
去
さ
れ
た
天
神
様

平
安
時
代
前
期
、」
豆
か
な
学
才
を
備
え
、時
の
天
皇
の
厚
い
信
任
を
受
け
て
右
大

臣
の
位
に
登
り
つ
め
た
菅
原
道
真
公
。学
者
の
家
に
生
ま
れ
、
５
歳
で
和
歌
を
詠
み
、

Ｈ
歳
で
漢
詩
を
創
作
し
た
秀
才
で
あ
り
、
「類
衆
国
史
」
の
編
集
や
ョ
一代
実
録
」
の
撰

集
を
手
掛
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
、詩
人
と
し
て
は
「菅
家
文
草
Ｌ
菅
家
後
集
」
な
ど
の

詩
集
を
残
し
て
い
ま
す
。ま
た
、遺
唐
使
の
廃
止
を
建
議
し
、
日
本
文
化
興
隆

の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
５７
歳
で
従
二
位
に
任
ぜ
ら
れ
た
直
後
、時
の
左
大
臣

藤
原
時
平
の
識
言
に
あ
い
、大
宰
権
帥
に
左
遷
と
な
っ
た
の
で
す
。藤
原
氏
の

隆
盛
の
世
に
あ
っ
て
、菅
公
は
有
力
氏
族
の
出
身
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ

の
異
例
の
出
世
を
ね
た
ま
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
宰
府
下
向
の
後
は
配
所
で
あ
っ
た
榎
寺
か
ら
一
歩
も
で
る
こ
と
な
く
、約

２
年
後
、無
実
の
罪
が
晴
れ
る
こ
と
な
く
病
を
得
て
５９
歳
で
莞
去
。後
に
時

平
の
識
言
を
知
っ
た
朝
廷
は
、菅
公
の
名
誉
挽
回
に
努
め
、
正
一
位
太
政
大

臣
を
追
贈
。菅
公
は
天
満
大
自
在
天
神
と
し
て
、人
々
の
尊
崇
を
集
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

0板絵菅公像 働繭之筆
江戸時代中期の町絵師であり、英一蝶の門人である佐脇嵩之の筆によるもの。

上畳の上に座し、平安時代以降、男性が着用した正式の朝服である東帯姿で、

笏を手にした菅公の姿が描かれていま魂縦90 4cm、横91 lcm。

0五言絶句双幅 伝菅公筆
菅公御真筆と伝わる2幅対の「五言絶句双幅J。都

を偲ぶ心情を鳥に託したもので、鳥点の筆法で書

かれていま魂「離家三四月 落涙百千行 万事皆
如夢 時時仰彼蒼」。各縦91 5cm、 横36 3cm。

0

サクセスノ…
繰り返し記録することで

自分やチームのスト回ングポイントや弱点

強化すべき具体的な方法が浮かび上がつてくる。

目的を持つた練習が明日の自分を強くする。

日々の練習や試合で感じた事を自由に書いて

テバンロ指せ″さあLettSTART″ B5サイズ全64頁 ★試合・練習の両方に対応

株式会社城野印刷所
福岡市中央区高砂1111福岡ゼネラル0レ6F(担当:福島)
TEL092… 531‐ 2314E‐ ma‖ fukushima@jono colp

部活動 伝 ボーツクラブ対象ノを ctら rc~充実 ′佃スの、チームのスキル /7ップを目指 す ′ http://notebook.theshop.jp/
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0龍牙硯
菅公がこの硯で『菅家

後草』を書かれたと伝
えられていま魂

宝

物

殿

蒲

靭
群

籠

蠣
パ
詳
副碑嗽鰤薦ｐ副艘崚甕

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

兜の吹き返しに織田家の定紋「木瓜Jが施され

ているこの具足は、織田信長の甥である織田

信澄所用と伝えられていま魂

0毛抜形太刀 腫要文イ厠】
菅公の御侃刀と伝わる太刀。平安時代の作とされ、柄の部分
の透かし彫りから毛抜形の名称が付いていま魂

0鶴 亀 文 懸 鏡 晰 岡県指定文化財】
文禄2年 (1593)、 安土桃山時代の武将
大谷刑部吉継が奉納した鏡。二面―対で

他の一面の願主には、家族の名前が刻
まれていま魂

宝 物 殿 黎 翼 亀 賢 翻 翫 履 留 露

成4)年、菅公御神忌1090年御本殿再建400年を記念して全面改装された
もの。館内には、菅公御真筆、御儡刀ほか、国宝「翰苑」をはじめとする古文書

や工芸品、幕末の資料など、約5万点の宝物を収蔵し、さまざまな企画展示を

行つていま
‐
九大宰府、天満宮の調査研究のための文化研究所を併設。

「宝物殿J「歴史館」と
●料金/個人(30人以上の団体)  「九州日立博物饉(平常展)J

幕進:鶯‖裾:聯1棚鰍l認
●開館時間/午前9時から午後4時 30分まで(入館は4時まで)
●休館日/お問い合わせください

「
書
の
神
様

・

「梅香」高木聖鶴

天
神
さ
ま
へ
の
献
書
展
」

会
期

¨
平
成
２８
年
１
月
３‐
日
（日
）ま
で

※
会
期
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

御
祭
神

菅
原
道
真
公
は
空
海
、

小
野
道
風
と
と
も
に
菫
日
の
三
聖
」

と
称
え
ら
れ
、
「書
の
神
様
」
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

天
満
宮
で
は
、
揮
豪
大
会
や
献
書
祭
、

毎
年
１１
月
２３
日
に
斎
行
さ
れ
る
「残

菊
の
宴
」
中
の
「墨
書
の
儀
」
の
席
上

揮
豪
な
ど
、
書
に
ま
つ
わ
る
祭
事
や

＾

行
事
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
所
蔵
品
の
中
か
ら
書

の
作
品
約
１５
点
を
紹
介
し
ま
す
。
　

一

「太
宰
府
天
満
宮

ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ー

新
収
蔵
作
品
を
中
心
に
」

会
期

¨
平
成
２８
年
２
月
６
日
（土
）
～

※
会
期
中
展
示
替
え
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

近
年
収
蔵
さ
れ
た
作
品
を
中
心
に
、
天
満
宮
の
多
彩
な

ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「受
け
継
が
れ
る
宝
物
と
夢

―

太
宰
府
博
覧
会
か
ら
‐４０
年
」

会
期

¨
平
成
２７
年
９
月
８
日
（火
）
～
平
成
２８
年
５
月
８
日
（日
）

※
会
期
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

明
治
６
、
７
、
８
年
、
国
立
博

物
館
誘
致
の
き
っ
か
け
と
も
言

一̈
　

一̈
　

一

´
目
‐―こ
蝶
ｔ
、■
績
会
江
拙
堀

ヽさ　
　
　
」
ヨ
ー
ー
Ｅ
Ｄ
旺

れ
た
後
世
へ
と
守
り
伝
え
て
い

く
べ
き
天
満
宮
の
宝
物
と
関
連

資
料
約
３。
点
を
紹
介
し
ま
す
。

1月 4日 (月 )から願書受付開始    好※医学部医学科のみ2015年 12月 14日 (月
'か

ら受付開始

○経済学部 2月 3日は)○医学部医学科[次]2月 1日(月) ○文学部。法学部。経済学部
○文 学 部 2月 4日休)       に次〕2月 13日(D   商学部………… 2月 10日 (水)
○法 学 部 2月 6日 l■l O医学部薔腱学科…… 2月 5日(金)
○商 学 部 2月 7日 (日 )
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境

内

参

詣

孫
榊驚

霧

鰤
孟
誕

』証

課
斜
媚ギ

菅

本
殿

心
字
池
・太
鼓
橋

菅
公
の
御
霊
代
を
祀
る

豪
壮
華
麗
な
造
り

菅
原
道
真
公
莞
去
の
２
年
後
に

あ
た
る
９
０
５
（延
喜
５
）
年
、
味

酒
安
行
に
よ
っ
て
祠
廟
が
建
て
ら

れ
、
同
１９
年
に
左
大
臣
藤
原
仲
平

が
勅
に
よ
っ
て
社
殿
造
営
を
行
い

ま
し
た
。
数
度
の
炎
上
を
経
た
１

５
９
１
（天
正
１９
）
年
、
筑
前
国
主

小
早
川
隆
景
が
再
建
。
五
間
社
流

造
り
、檜
皮
葺
き
で
、正
面
に
は
唐

破
風
状
の
向
拝
が
付
く
、
桃
山
時

代
の
豪
壮
華
麗
な
様
式
で
、
右
に

は
飛
梅
、
左
に
は
皇
后
梅
が
配
さ

れ
て
い
ま
す
。内
部
は
６
本
の
金
柱
、

黒
や
朱
の
漆
、
岩
絵
具
な
ど
で
美

し
く
彩
色
さ
れ
、
錦
の
帳
奥
の

内
々
陣
に
菅
公
の
御
霊
代
が
奉
安

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
重
要
文
化

財
。

中
世
の
烏
居

境
胴
硫
の
入
り
口
に
そ
び
え
建
つ

花
商
岩
製
の
明
神
型
の
鳥
居
。
太
鼓
橋
の
手
前
に

建
て
ら
れ
て
お
り
、一昌
さ
は
６
・１７
ｍ
ｏ生立
木
の
反
り
は

ゆ
る
や
か
で
、
柱
高
よ
り
柱
間
が
広
く
造
ら
れ
て
い

ま
す
。神
社
明
細
図
に
は
「筑
後
国
有
坂
城
主
新
田

大
炊
介
建
立
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、建
築
年

代
は
不
明
。
形
式
か
ら
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。福
岡
県
指
定
文
化
財
。

過
去

。現
在

・

未
来
を
渡
る
橋

漢
字
の
「
心
」
の
字
を

象
っ
た
池
に
架
か
る
御
神

橋
は
、
太
鼓
橋
、
平
橋
、
太

鼓
橋
の
二
橋
。手
前
か
ら
過

去
。現
在
・未
来
を
現
わ
し
、

三
世

一
念
の
仏
教
思
想
を

残
し
た
も
の
と
伝
わ
り
ま

す
。朱
色
の
欄
干
を
持
つ
太

鼓
橋
は
急
な
勾
配
で
、
反

り
橋
と
も
呼
ば
れ
、
こ
の
橋

を
渡
る
と
心
身
と
も
に
清

め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

魂

志
賀
社
齢薬
Кりと変化のある屋握

心
字
池
の
畔
に
建
つ
檜

皮
葺
き
の
社
。
太
宰
府
天

満
宮
の
末
社
と
し
て
、
海

の
神
綿
津
見
三
神
が
奉
祀

さ
れ
て
い
ま
す
。神
社
明
細

図
に
は
、室
町
時
代
の
１
４

５
８
（長
禄
２
）
年
に
再
建

さ
れ
た
と
伝
わ
り
、
正
面

に
千
鳥
破
風
と

一
間
の
向

唐
破
風
造
り
の
向
拝
が
付

く

一
間
社
入
母
屋
造

り
。

禅
宗
様
、
大
仏
様
、和
様
を

組
み
合
わ
せ
て
あ
り
ま
す
。

国
の
重
要
文
化
財
。

dll  Ren,
賃賃住宅専門リニューアルシステム

魂

賃貸アパート・マンションのオーナー様に朗報::

にんなお悩みのオーナー様 Ч`

巨_製界はかけた、なシ



暑楓:

蜃 社
軍

の
方

宣梁
来き

子こ

命

菅
原
道
真
公
の
奥
方
で
、詩
作
の
師
で
あ
っ

た
島
田
忠
臣
公
の
娘
、宣
来
子
命
を
祀
る
。

創
建
は
不
詳
で
あ
る
が
、１
４
９
８
（明
応

７
）年
の
室
町
期
境
内
古
図
に
は
既
に
「楓
宮
」

と
記
さ
れ
て
い

′一
。古
来
よ
り
夫

婦
円
満
、
安
産
、

子
宝
の
守
護
神

と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
る
。

檜
皮
葺
き
の
風
格
あ
る
二
重
門

重
層
の
入
母
屋
造
り
、檜
皮
葺
き
の
二
重
門
。
本

殿
入
り
口
に
建
ち
、
左
右
は
廻
廊
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
全
体
は
朱
塗
り
さ
れ
、堂
々
た
る
風
格
に
あ

ふ
れ
た
作
ま
い
が
見
事
で
す
。慶
長
（１
５
９
６
～
１

６
１
５
）
年
間
に
石

田
三
成
が
再
興
し

た
後
、
明
治
時
代
に

火
災
で
焼
失
。
現
在

見
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
１
９
１
４
（大

正
３
）
年
に
再
建
さ

れ
た
も
の
で
す
。

絵
馬
堂

九
州
に
残
る
最
大

。最
古
の
絵
馬
堂

１
８
１
３
（文
化
１０
）
年
、博
多
中
島
町
の
奥
村

源
之
丞
（玉
蘭
）
の
発
願
で
建
立
。
九
州
に
現
存
す

る
単
体
の
絵
馬
堂
と
し
て
は
最
大
か
つ
最
古
の
も

の
。吹
き
抜
け
の
建
物
の
中
に
は
、
全
国
の
信
者
か

れ
て
い
ま
す
。
絵
馬
殿

と
称
し
な
い
こ
と
か

ら
も
、
仏
教
文
化
と

の
結
び
つ
き
の
強
さ

が
窺
え
ま
す
。

神
牛

人
々
の
信
仰
を
集
め
る
菅
公
由
来
の
神
牛

境
内
の
あ
ち
こ
ち
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
神

牛
。
菅
公
が
８
４
５
（承
和
１２
）
年
乙
丑
歳
の
ご

誕
生
で
あ
り
、
本
殿
建
立
の
聖
地
が
牛
と
の
神

縁
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し
、奉
納

さ
れ

て
い
ま

す
。

自
身
と
牛
の
同
じ

部
分
を
互
い
に
撫

で
さ
す
る
と
病
気

全
快
す
る
と
い
わ

れ
、
神
牛
の
頭
を

さ
す
る
と
、
知
恵

が
付
く
と
い
つ
信

仰

が
あ

り
ま
す
。

福

岡
県
指
定
文

化
財
。

/太
宰府夭満官近隣のみどころ

｀

一

竃

門

神

社

神
武
天
皇
の
御
生
母
、
玉
依

姫
命
を
祀
る
縁
結
び
の
神

さ
ま
。
「春
は
萌
え
秋
は
こ

が
る
る
憲
門
山
」
と
詠
わ
れ

た
神
社
周
辺
は
、
春
は
桜
、

秋
は
紅
葉
が
美
し
く
、
年
間

を
通
し
て
登
山
を
楽
し
む

人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。
天
満

宮
か
ら
徒
歩
約
３。
分
。

稲
荷
社

鎌
倉
時
代
末
期
に
京
都
伏
見

稲
荷
大
社
か
ら
の
御
分
霊
を

宮
司
邸
の
邸
内
社
と
し
て
勧

請
し
、
そ
の
後
現
在
の
地
に

遣
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
で
は

最
も
歴
史
の
あ
る
稲
荷
社
で

す
。
御
本
殿
裏
に
は
奥
の
院

（石
室
）
が
あ
り
、
毎
月
１
日

に
は
、
月
次
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
す。　
　
　
　
　
　
　
　
」▲

=          l  o ・

′
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し
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うそ替え神事
…1年の間、知らないうちに口にした嘘を、天神様

の誠心で「誠」に替え、難を逃れる祈願を行う神

事。人々は、「替えましよう、替えましよう」と唱え、

手にした木ウソを互いに交換しあいます。その

人々の中には平服の神職も混じつており、神職

の木ウソを手にした人には1年間の幸運を得る

ことができるという純金の鶯が授与されま魂

節分厄除析線夫祭
当宮では、古くから「梅の本の下でひ

ようたん酒を飲めば厄が晴れる」と伝

えられています。節分祭の3日 は、赤

鬼 青鬼 福娘も登場し、豆まき神事が

執り行われま丸

イ女萬言旨(はっもうで)
境内や門前町はもちろん、遠く離れた場所まで、参拝者の波が続く新春の初詣。

正月の3カ 日には、約200万人の参拝者が1年の祈願や学業成就の祈願に訪
れま魂 毎年、飛梅だけは、数輪が花を開いて人々を歓迎するといわれていま魂

鬼すべ神事
…堂内にこもる鬼をい′ヽし出し、災難消除、人除を祈願し

ま魂 氏子6町の人々が、鬼係と、大松明と木槌を手に鬼
を守る鬼警固、大団扇と股木を振りかざして鬼を煙で追

う燻手に分かれ、「鬼じゃ、鬼じゃ」のかけ声のもと、激し

い攻防戦を繰り広げま魂 生松葉60東と藁200束の忌
火で追われた鬼は、荒縄で縛られ、煎り豆を投げ付けら

れて卯杖で退治されま魂 菅公の曾孫にあたる大宰大弐

菅原輔正に始まる日本三大人祭りの一つといわれ、福岡

県の無形民俗文化財。

天
満
宮
歳
時
記
偏
訂
響
舞
蠅
躙
け幅
】

llll和 J^四年 ^月「 H扶桑創製

峰のq率争華
明太子をつくってよかった。

Ｆ
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Eヨ 9:00～ 17:30丁 EL 092‐929‐ 2981

歩み続けて60年 ～皆様と共にこれからも～

・勒
酬
錮立
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太宰府天満宮の
満0見噸
梅はt中国からの渡来本。中国では年が明けて最初に

咲く花ということで「百花初見」とか「百花元始」と呼び

まT九 日本では旧正月の頃、2月上旬から3月中旬が見

頃ということになりま
‐
九太宰府天満宮の梅は、「献梅」

といって全国各地より天神さまに献げられ、極早咲―早

咲―本咲―遅咲―極遅咲など約200品種もあり、1～3月

中旬まで梅の香を楽しめま丸

罐lt・■・どマ
平安貴族の大人の遊び道具であったこまを、道真公

が西下の際にお連れになつた幼い御子を慰める為お

持ちになったことが、民間に普及したと伝えられていま

丸 また、太宰府天満宮に参拝することを「さいふまい

り」と言うことからこの名力沖れ てヽいま現

0

山水の宴
(きよくすいのえん)

…3月 第 1日 曜日、満開の梅の下
で開かれる華やかな楔祓の神
事。平安時代そのままの衣裳
をまとい、清水の流れに浮かベ

た盃が自分の前を通り過ぎる

までに和歌を詠み、酒を飲み干
しま魂 中国から伝わり、5世紀
ごろには宮中で行われ、流行し

ました。天満宮では、958(天
徳2)年、大宰大弐を務めた小
野好古が始めたと伝わりま魂

L 満 官奈 事暦
0:露量霞[ヨ
●斧始祭 (4日 )

●鬼すべ・うそ替え神事 (7日 )

●成人祭

●初天神祭 (25日 )

● 環響 1全
瓢豆ま詢帥

●祈年祭 (17日 )

●飛梅講社大祭 (24日 )

●梅花祭

並びに飛梅講社大祭 (25日 )

●曲水の宴 (第 1日曜)

●春季大祭 (25日 )

●厄晴れひようたん焼納祭(1日 )

●更衣祭 (20日 )

●斎田播種祭 (1日 )

●子どもの日祭 (5日 )

0進霞襄r菅魂曇
●神幸式大祭始祭 (20日 )

●お下りの儀 (21日 )

●お上りの儀 (22日 )

●古式献餞祭 (24日 )

●例祭 (千灯明)(25日 )

０

●

０

●♭編塞鷲∬tD

0・杢押IttB-25D

くa) :盃異言邸|コ神札焼納(25日 )
●大祓式・除夜祭 (31日 )

。):輩翼篇
い印

●
:蔓曇
納

(茅の輪,子供みこし'千灯明(25日 ))
(24～ 25日 )

●七夕揮ごう大会 (1～ 3日 )

●注連打奉納相撲 (最終日曜)

●崇敬会大祭 (中旬)

●特別受験合格祈願大祭(18日 )

●明治祭 (3日 )

●七五三祭 (15日 )

●更衣祭 (20日 )

●新嘗祭・大麻頒布式 (23日 )

真心を伝える

http://www.yamenin n gyou.co j p

(取り扱い商品)

羽子板・破魔弓

ひな人形・五月人形

盆提灯

福岡県八女市津江 711
(国道3号線沿い)

2'0943(24)5550固固0120‐ 660¨ 200

0 FA.t会 社フ ジ キ L芸 産 業
八女‖j津江71l te10943 23 6111

伝統

等 r・



し
ょ
う
た
Ａ
・品
な
・地よ
け

天
満
宮
一に
は
、
古
く
か
ら
神
苑
の
梅
の
木
の
下
で

酒
を
酌

み
交
わ
す
と
、
厄
を
免
れ
る
と
い
う
信
仰

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
厄
除
祈
願
に
授
か
っ
た
厄

晴
れ
ひ
よ
う
た
ん
の
中
に
願
い
ご
と
を
書
い
た

紙
を
納

め
て
自
宅
の
神
棚
に
祀
っ
て
、

災
難
を

逃
れ
る
よ
う
祈
る
の
で
す
。

そ
し
て
厄
晴
れ
の
際
に
は
、
本

殿
裏
の
ひ
よ
う
た
ん
掛
所

に
か
け
る
習
わ
し
で
す
。ヽ

布
紳
遇

籍

軍ボ28年 層毎表 徹ぇ鋤
36才 藷紹]醍生まれ

24才 旱8:距主まれ

37才 藷紹ご品生まれ

38才 亀紹霧生まれ

41才 層紹g喝生まれ

梅
は
古
来
よ
り
長
寿
の
木
と
し

て
親
し
ま
れ
、
梅
の
実
に
は
天

神
様
が
宿
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
天
満
宮
内
の
神
苑
で
と

れ
た
梅
の
実
を
奉
製
し
た
健
康

長
寿
の
「御
守
」
で
す
。

境

内

に

植

え

ら

れ

て
い

る

６
０
０
０
本
も
の
梅
の
木
に
実

っ
た
梅
の
実

を
原
料
に
し
た
梅

製
品
が
揃

っ
て
い
ま
す
。
や
さ
し

い
飲
み
国
の
「御
神
酒
」
や
、
鮮

や
か
な
紅

色
が
印
象
的
な
「梅

干
」
は
、
お
土
産
品
と
し
て
も
お

す
す
め
で
す
。́

うヽ

書
実
在
す
る
鶯
と
い
う
鳥
を
か

た
と
っ
た
木
彫
り
の
民
芸
品

で
す
。
毎
年
１
月
７
日
に
行

わ
れ
る
追
饉
祭

（鬼
す
べ
）
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
る
「鶯
か

え
」
の
際
に
手
に
持
つ
の
が

こ
の
木
ウ
ソ
で
す
。
通
年
で

販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
が

替
わ
り
に
鶯
鳥
を
か
た
と
っ

た
「お
守
り
」
と
小
さ
な
木
ウ

ソ
の
中
に
入
っ
た

「お
み
く

し
」
が
人
気
で
す
。

18才 革霧記生まれ

19才 車9イ滉生まれ

J

〕  ′
― ξ  (

[お問い合わせは太宰府天満宮ホームベージアドレスヘ WWW.daZarutenmangu.or.ipl

20才 革霧晶肇まれ

25才 旱霧嘉≧まれi142才 露紹轟生まれ

26才 季霧纂≧まれjt43才 晶紹寝生まれ

32才 譜紹駐生まれ1160才 露畠鍵撃まれ

33才

疵34才

亀

小



餅

太
宰
府
天
満
宮
の
名
物
と
い
え
ば
「梅
ヶ
枝
餅
」
。

も
ち
米
で
作
っ
た
生
地
の
中
に
粒
餡
を
入
れ
て
焼

き
上
げ
た
素
朴
な
味
わ
い
が
人
気
で
、
門
前
町
の

あ
ち
こ
ち
の
茶
店
や
土
産

店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
（

そ
の
起
源
は
、
浄
妙
尼
と
い

う
老
女
が
菅
公
の
御
心
を

慰
め
る
た
め
に
差
し
上
げ

た
と
も
、
菅
公
莞
去
に
際
し

て
霊
柩
に
供
え
た
も
の
と
も

い
わ
れ
、
除
災
招
福
の
霊
験

が
伝
わ
り
ま
す
。

約
千
三
百
年
前
、肥
後
の
国
天
草
郡
去
「北
町
か

ら
遠
の
朝
廷
「大
宰
府
政
庁
」
全
員
進
物
と
し
て
送

ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
「塩
」
を
現
代
に
蘇
ら
せ
た

「大
宰
府
　
献
上
願
塩
」
。

天
然
海
水
を
原
料
に
、海

の
恵
を
そ
の
ま
ま
に
含
ま

せ
、海
塩
づ
く
り
の
伝
統

的
な
工
程
を
継
承
し
た

最
新
の
衛
生
技
術
で
作

ら
れ
た
安
全
で
、美
味
し

く
、
ミ
ネヽ
ラ
ル
を
た
っ
ぷ

り
含
ん
だ
平
釜
塩
で
す
。

西
鉄
太
宰
府
駅
か
ら
降
り
立
つ
と
日
の
前
に
表
参
道
、
天
満
宮
の
境
内
ま
で

繋
が
る
門
前
町
が
現
れ
、様
々
な
店
が
軒
を
連
ね
ま
す
。出
来
た
て
ア
ツ
ア
ツ
の

梅
ヶ
枝
餅
を
売
る
店
が
実
に
４０
軒
を
こ
え
、圧
倒
的
に
多
く
、
「食
べ
て
い
か
ん
ね
」

の
声
を
聞
き
な
が
ら
賑
わ
う
参
道
を
抜
け
鳥
居
を
く
ぐ
り
神
域
へ
と
続
き
ま
す
。

献
上
願
塩

大
宰
府
政
庁

万岬癬
辮
珊
嬰
雛
難
筆
彎
饂

復
原
さ
れ
て
い
ま
す
。

万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
た
古
代
九
州
最
大
の
都
跡
を
歩
く

奈
良
・平
安
の
時
代
に
か
け
て
「遠
の
朝
廷
（と
お
の
み
か
ど
ご
と
呼
ば
れ
、栄

え
た
大
宰
府
政
庁
（都
府
楼
ヽ
古
く
は
那
津
（福
岡
市
）
に
あ
り
、筑
紫
太
宰
と

い
う
官
吏
が
置
か
れ
、
九
州
の
行
政
を
執
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

中
国
、朝
鮮
半
島
に
向
け
て
の
外
交
窓
口
で
あ
り
、
防
衛
の
前
線
地
で
も
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
６
６
３
（天
智
天
皇
２
）
年
の
自
村
江
の
戦
い
で
、唐
と
新
羅
の
水

軍
に
大
敗
し
た
大
和
朝
廷
は
、来
襲
の
危
惧
か
ら
大
堤
（水
城
）
を
設
け
、大
野

城
と
基
昇
城
の
二
城
の
内
に
大
宰
府
政
庁
を
創
建
。大
伴
旅
人
や
山
上
憶
良
な

0大宰府政庁跡
周囲を草に覆われた礎石が残る大宰府政庁跡には、明治、大
正時代の碑が建てられていま蔦 右から1914(大正3)年「太
宰府碑」(亀井南冥撰文)、 1871(明 治4)年「都督府古趾」、
1880(明 治13)年「太宰府址碑J(象額は有栖川熾仁親王筆)

0大宰府政庁跡から
の出土 瓦
重文 九州日立博物館
政庁跡付近から出土した

鬼瓦。新羅の影響が見受け
られ、政庁正殿の屋根に葺
かれていたものと考えら

れていま魂

ど
が
顕
官
と
し
て
派
遣
さ

れ
る
と
「万
葉
筑
紫
歌
壇
」

の
舞
台
と
し
て
そ
の
名
を

馳
せ
る
な
ど
、大
宰
府
政
庁

の
華
や
か
さ
と
権
威
は
今

も
な
お
、
こ
の
地
を
訪
れ
る

人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

ル
↑

　

・え

に
　

ぎ

や

ら

Ｊ

Ｉ

和
風
小
物
を
取
り
揃
え
た
浪
漫
あ
ふ

れ
る
空
間
。
奥
で
は
庭
間
を
愛
で
な
が

ら
梅
ヶ
枝
餅
之
抹
茶
の
セ

ッ
ト
が
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

フ
道
の２
つ日
の鳥居
から右
に２軒
出

な
ら
在

お
食
事
拠

野
点

の
雰
囲
気

の
中
、
焼
き
た

て
の

香
ば
し
い
梅
ヶ
枝
餅
や
松
香
堂
弁
当

「と
び
う
め
」
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

0

梅
ヶ
枝
餅
は
土
産
、地
方
発
送
も
承
り
ま
す
。

８
０
９
２
・９
２
２
・１
０
１
０



国
爵

ヽ
九州国立博物館
アクセストンネル

東神売

l再 活,色 I

謳

回  _

東風吹力ヽどの歌碑

ア

トイレ

［明
太
ち
ゃ
ん
ぼ
ん
。釜
揚
げ
天
ぷ
ら
な
ど
］

太宰府天満富では、ガイドによる案内サービスを実施していますま料金:無料)2名 からの
勿レープで、どなたでもご利用いただけま魂
【利用時間】10時～15時 30分

【コース】総合案内所～本殿前まで約30分コース

〔利用対象】2名から30名程度までの勿レープ

【受付方法】ご希望日の3日前までに専用FAXでお申し込みください。
※予約時間は厳守願いま魂予約があつても、到着が15時 30分を過きた場合は利用できません。

太宰府天潤自ガイドサービスの会事務局(総務部内)TELばЮ2‐922‐ 825 FAX092‐ 921‐ 1010

お
金
事
赳え

土

お格
ヶ
薇
餅

一
一
Ｆ

，
　
仁

で
一羅
ム 九

州
国
立
博
物
館
へ
と
つ
づ
く

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
入
ロ

す
ぐ
横
（鼻
Ｅ



J榊苑

●太宰府天満富宝物殿 (一般400円 )
0菅公歴史館 (一般200円 )
●九州国立博物館文化交流展示室 (平常展)(一般430円 )

…

理

T乳

/

販売場所

体罰引はありませ

州日立博物館文イ

ケット販売場所
寝チケツト販売場所
万ツト販売場所

は18歳未満は無や

珈
κ不

Ｊ
1

蒻

lCCFSS妻妻≡
●福岡空港からタク|

●JR九州鹿児島本線
タクシーで約15分
蒻

鉤

奨

―

＋

福
岡
空
港

福
岡
都
市
高
速

●西鉄天神大牟田線
西鉄太宰府線へ乗
太宰府駅下車徒歩

●九州縦員自動車道
太宰府 Cか ら車で|

●九州縦貫自動車道
筑紫野ICから車で|

嗜
「
■襲
=■
1■博多駅～福岡空港国際線ターE

■運行経路(停車′ヽス停)

博多バスターミナル11番のりば ～福岡空港国際線ター

《福岡都市高速道路》～大宰府政庁跡 ～太宰府市役所

■運行時間帯

お固含せくださし、0570‐00‐ 1010(
■運賃

博多バスターミナル～太宰府エリア …

福岡空港国際線ターミナル～太宰府工

太宰府エリア内(1回乗車)…… ………

卓上天体望遠観

RXA124 オープン価格
(●考価格 :¥12.000)

讐一　̈ センター

●

:東区森下1‐ 2‐9
‐3632‐ 1086

1倍野区阿倍野筋

あべのルシアス10階

16648‐6112

二夭開稲荷社へ

くすの水十年の歌碑
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株式会社レイメイ藤丼

0太宰府天満宮へのお問い合せは

TEL 092-922-8225
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アプリの案内に従 ってE通饉

の向 きを調整 す る ことで、

誰でもかんたんに目標の天体

を見つけ出し、観察すること

ができます。
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こちらから



シレノスのマスク

1世紀/青銅

「◎ 〒818-0046 福岡県筑紫野市大字山口1300
TttL:092(929)3111(代 )/予約専用電話:092(925)0002緋 ツ矧

天拝コース

王妃のしるし、黄金の冠 第4章 ヘグラム 物思う青年
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ド
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女
神

青年上半身
メダイヨン
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円マカラの上に立つ

女性像

1世紀/象牙

靴留金具

1世紀第2四半期
金、トルコ石、
カーネリアン

第5章 アフガニスタン流出文化財階別出品】

博物館が誇る仏教美術の名品

翼をもつ

アフロデイーテ

ー

壁画 仏陀坐像

78世紀
土壁彩色
ノヽ一ミヤーン石窟

力'ざり 0ヽ た

アフロディーテ飾板

1世紀第2四半期
金、トルコ石

きょうたい   ぶつ らい はい

カーシャパ兄弟の仏礼拝

2-31±糸己
片岩、ショトラク出土

第5章の作品:いずれも流出文化財保護日本委員会保管
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九州国立博物館開館10周年記念特別展

2016.1● 1除.al～2.14田 ]
会 場 :九州国立博物館 3階 特別展示室
休館日:1月 12日 (火 )、 1月 25日 (月 )、 2月 8日 (月 )
観覧料 :一般 1,400円 (1,200円 )、 高大生 900円 (700円 )、  4ヽ中生 500円 (300円 )
※( )内 は前売りおよび団体料金(有料の方が20名以上の場合。)。 ※上記料金で九州国
立博物館4階「文化交流展(平常展)Jもご観覧いただけま魂  ※障害者手帳等をご持参の方
とその介護者1名は無料で■展示室入口にて障害者手帳等∞をご提示ください。(詢身体障
害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳、被爆者健康手帳、特定疾患医
療受|.・者証 ※満65歳以上の方は前売リー般料金でご購入いただけま魂券売所にて生年
月日がわかるもの(健康保険証・運転免許証等)をご提示ください。 ※キャンパスメンノヽ―
ズの方は団体料金でご購入いただけま魂券売所にて学生証、教職員証等をご提示ください。

|1本 展は、政府による美術品補償制度の適用を受けていま魂
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_第3章 テイソヤ・テペ

ドラゴンをあやつる王の飾 )

イ1)みがれたシルグ′/ドのィガグ

第1章 テペ・ フローノン

文明交流を語る

黄金のゴブンット

第2章 ア/ 0ノ メ`ム

車に乗った ま(米・`大地の女神

キュベーン

女神円盤

前3世紀
銀、鎖金 ヘラクレス

立像
Statuette of Heracles

前 150年 頃
青銅

第1～4章の作品:いずれもアフガニスタン国立博物館蔵 ◎NMA/Therry O‖市ier
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幾何学文脚付杯
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ドラゴン人物文ベンダント

1世紀第2四半期
金、トルコ石、ラビスラズリ、
ガーネット、カーネリアス真珠

海日1青磁
徳
和
堂

伽耶窯
唐物茶入のや槌 を今日に

lltと 美をもってつたえて

くれる作品で単純なその

なかに工芸の崇高美を見

て取 ることができます。

(夫 郡 良朔

「本人カロてみたヽ道■のな方_ヽ■ ,

一

福岡市南区塩原4‐ 2・ 8

電話092‐ 552‐ 8111

黎 鰊
」

青磁「Ч方水指 高麗井′j茶碗

¬

九f衝 茶人



●開館時間=午前9時30分～午後5時 (入館は午後4時50分まで)

● 休館日=1月 12日 (火 )、 1月 25日 (月 )、 2月 8日 (月 )、 2月 15日 (月 )、 2月 22日 (月 )

● 観覧科=一般430円 (220円 )、 大学生150円 (70円 )

高校生以下。18歳未満および清70歳以上の方は無科 学生証等の提示をお願いします。
※( )内は団体科全 (有科の方が20名 以上の場合 )。  ※平成28年 1月 1日 (金・元日)～ 2月 14日 (日 )の期
間は、3階特別展「黄金のアフガニスタンー守りぬかれたシルクロードの秋宝―」のキ券でもご観覧いただけます。
※障害者手帳等をご持参の方とその介護者 1名 は無料です。展示室入口にて障害者手帳等 (詳細については

HP等をご確認ください)をご提示ください。 ※高校生以下・18歳未清および清70歳以上の方は、展示室入ロ
にて生年月日がわかるもの(生徒手帳、健康保険証、運転免許証等 )をご提示ください。 ※キャンパスメンバー
ズの方は無料でご観覧いただけます。展示室入口にて学生証、教職員証等をご提示ください。

太宰府天清宮。九州日立博物館

共通チケット ー般 500円

九州日立惇物館4階文fヒ交流展示 (新春展示を含む)、

太宰府天浩宮宝物殿、首公歴史館をご覧いただけます。

*九州国立博物館・太宰府天清宮共通チケットでは、3階特別展「黄金のアフガニ

スタンー守りぬかれたシルクロードの秋宝―」(会期:子成28年 1月 1日～2月 14日 )

は観覧できません。特別展「黄金のアフガニスタンーキリ抜かれたシルクロードの稜

宝―」チケット(一般1400円 )をお求めいたださますと、特別展および文fヒ交流展

示をご覧いただけます。

太宰府天満宮宝物殿 展覧会情報

「受け継がれる宝物と夢一太宰府博覧会から140年」

会期=開催中～平成28年 5月 8日 (日 )会場=第 2展示室

「書の神様・天神きまへの献書展」

会期=開催中～平成28年 1月 51日 (日)会場=第 5展示室

「新収茂品展 (仮称)」

会期=平成28年 2月 6日 (土 )～終了未定 会場=第 3展示室

※開館時間、休館日等の詳細は、こちらへお問い合わせください。

太宰府天清宮文イヒ研究所

福岡県太宰府市宰府471 HP:http:〃 WWπ dttanltenrnangu or」 p/

電話092-922-8226(9時 ～ 17時 )

⑭

●

会に。プラスになる。

プラス事務所です。

プ ラ ス 事 務 所 桐 漏 蟻 人
。鋤 雑 譴 量 人・徹 討 漱 ～ URヒ h慣

「

〃wwwJuS-0甜可 p/
□福岡オフイス 〒810-0001
□東京オフイス 〒104-0031
□佐世保オフイス 〒857-0041

福岡市中央区天神2丁目14番 8号 福岡天神センタービル3F

東京都中央区京橋1丁目1番 1号 八重洲ダイビル7F

長崎県佐世保市木場田町1番 1号 松永ビルlF

TEL:092-752-8266 FAX:092-752-8267

TEL:03-3516-1447 FAX:03-3516-1448

TEL:0956-23-5400 FAX:0956-23-5440

九州国立博物館 開館10周年記念

新 春 展 示 太宰府天満宮の地宝
靴悪 1月 1日Q~2月 28日Q
主催=九州回立博物館、太宰府天浩官

会場=九州目立博物館 4階文イヒ交流展示室 第 1室

ふ
る
さ
と
の
宝

」

九
博
で
輝
く

初
春
の
太
宰
府

中央 Lから右回りに く懸仏不動●lt》太宰府天満宮、く懸仏宝冠蓄饉》太宰府天繊宮、く吊全昇)太宰辟天溝宮、く贅金其)太宰晴天満富
=

〈中広形銅父)■日神社、備 尻金具》太宰府天満富、く構草透彫金其〉太事府夫湾宮 |‐            ||



::慈勝庵コレクシ∃ン‖ 地下鉄七隈線七隈駅 1番出入国から徒歩1分

ヤ回・朝鮮の昔陶磁/日本の音陶磁/カヒ山・江戸時代の茶陶

獨   陶
■開館時間 午前10時～午後5時

(入館は午後4時 30分まで)

■休 館 日 月曜、祝祭日の翌日 年末年始
■休 館 月 8月 、2月 (展示入れ替えのため)

〒814-0133福岡市城南区七限8丁 目7-42
TEL 092-861-0054  FAX 092-861-0032

http:〃 www aaa‖ es oripr tOra/

轟 日本陶滋協会福岡支部会員募集中糖継樹菊ξ織 蹴驚製雅お言彗震殿雛箭譜轟糧てぃただきます

メーlレマガブツ会員募集中 !!

九博の最新情報、展覧会のみどころ、

九博の楽しみ方など月2回配信しま魂

まずは九博ホームページより会員登録を。
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大学生 130円 (70円 )

※障がい者とその介護者 1名は無料。入館の際に障害者手帳等をご提示下さい。
※高校生以下 18歳未満及び満70歳以上の方は、文化交流展について無料。
入館の際に年齢の分かうもの(生徒手帳、健康保険証、運転免許証など)をご提示下さい。

■お問い合わせ
N丁丁ハ回
三
ダイ‐ヤノ
ィ95♀「P'11-1,191:::9112:011三

中無休)
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1   基本展示室を取り囲む関連展示室も魅力
■文化交流展示室
「海の道 アジアの路」がテー耽 基本展示室を関
連展示室が囲み、アジア各国と日本との文化交

流の歴史を、好きな時代、関心のあるテーマごと

に自由に学べま魂

本の色を基調とする落ち着きある

特別展示スペース

■特別展示室

九博の1又納品、国内外の優品を集めた特別展を

順次開催。本の色がベースの落ち着いた空間で蔦

大切な文化財の

よりよい保存環境を目指します

■収蔵庫
文化財保護と収蔵を目的にしたスペース。温湿

度管理や空気の汚染因子を取り除く配慮が行わ

れ、よりよい保存環境をめざしていま■

アジアの文化に親しめる

遊び学び体験するエリア

■あじつぱ
アジアやヨーロッパ各地の

文化に親子で触れることが

できる参加・体験型のエリ

ア。多彩な教育プログラム

が用意されていま魂
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